
心理学分野 

【学士力の考察】（修正が無いため省略） 

【到達目標１】 （修正が無いため省略） 

【到達目標２】（到達目標、解説、到達度⑤、測定方法⑤の下線部分を修正） 

２．人間の心や行動に関わる現象の要因を科学的な手法を用いて探究できる。 

ここでは、心や行動が経験的に知られている要因だけではなく、未知の要因が関わっていることを

明らかにする方法や技能を身につけさせねばならない。そのため、計画的で適切な観察や調査、実験

などを実施し、得られたデータを適切な統計手法を用いて分析し、現象を統合的に理解・考察できる

ことを目指す。 

【到達度】 

④ 実験や調査などのデータを吟味し、適切な統計手法による分析を行うことができ

る。 

⑤ 分析結果に批判的な観点から検討を加え、結論を導き出し、新たな問題を発見す

ることができる。 

【測定方法】 

⑤ は、分析結果を批判的に捉え、新たな問題を発見できることを論述式の筆記試験、

レポート、論文などにより確認する。 

【到達目標３】 （修正が無いため省略） 

 


